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4) 報道発表：日本国内での最近のPM2.5高濃度現象について

http: //www. nies. go. jp/whatsnew/2013/20130221/2013

0221.html

(第40回環境保全･公害防止研究発表会講演要旨集より)

北海道・東北支部

平成25年度北海道･東北支部の活動として，支

部研究連絡会議と支部酸性雨広域大気汚染調査研

究専門部会の開催概要について報告します。

(支部事務局：(地独)北海道立総合研究

機構環境科学研究センター)

1. 第39回全国環境研協議会北海道・東北支部

研究連絡会議

(担当機関：(地独)北海道立総合研究機

構環境科学研究センター)

(�) 期 日：平成25年10月17日(木)〜18日(金)

(�) 場 所：札幌市環境プラザ(札幌市)

(�) 参加者：11機関，39名

(�) 共通課題討論会

① 第�分科会 大気関係

最初に座長から PM2.5に関する最近の状況

を説明した後，各機関の PM2.5に関する調査

研究の取り組み状況について説明を求め，意

見交換を行いました。

② 第�分科会 水質関係

分析の精度管理について，各機関から報告

を頂きながら，質疑応答を行い，意見交換を

行いました。

③ 全体会

分析機器の更新等について，各機関の状況

の報告があり，機器更新の際の参考とするた

め，各機関の保有する分析機器等の情報共有

を図ることとしました。

(�) 一般研究発表会

研究発表は，次の
課題です。

① PM2.5環境調査における金属成分の分析方

法の検討について 阿部 高光(新潟県)

② 新潟県における PM2.5調査について

家合 浩明(新潟県)

③ 北海道日本海側における大気汚染の変動傾

向 鈴木 啓明(道総研)

④ 千厩川水質調査(第�報)

八重樫 香(岩手県)

⑤ 猪苗代湖の大腸菌群数及び大腸菌数につい

て(第�報) 渡邉 恵美(福島県)

⑥ 環境水中のジクロロアニリン等について

阿部 敦子(札幌市)

⑦ 北海道の汽水湖の環境について

三上 英敏(道総研)

2. 平成25年度北海道・東北支部酸性雨広域大

気汚染調査研究専門部会

(担当機関：岩手県環境保健研究センター)

(�) 期 日：平成26年�月27日

(�) 場 所：アイーナ いわて県民情報交流セ

ンター(盛岡市)

(�) 参加者：11機関，17名

(�) 議題

① 全国環境研協議会酸性雨広域大気汚染調査

研究部会の活動について

② 平成26年度以降の部会活動について

③ 酸性雨に関する情報交換について

④ その他

(�) 研修会

講演内容

「東アジアの大気汚染による我が国への影響

およびEANETの役割について」

講師

一般財団法人 日本環境衛生センター

アジア大気汚染研究センター

大気圏研究部長 大泉 毅

日本における PM2.5の状況と関連する話題について
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■ 支 部 だ よ り ■


